






















令和５年度 学校評価アンケート分析 

令和５年度も、「礼儀やマナーを重んじる教育が行われている」「落ち着き、集

中して授業に取り組める環境である」の評価は生徒、保護者ともに高い。「挨拶」

「朝夕の祈り」「正門出入りの一礼」「整理整頓」「思いやり」の日々の小さな実践

は、大きなことに挑戦するための人間力の基礎となっている。また、「行事が盛り

上がる・充実している」の項目についても、評価が高かった。新型コロナウイル

ス感染症が５類への引き下げ以降、体育祭、文化祭、修学旅行、クリスマス祭等

の行事は、学校全体がひとつになり、生徒たちの互いの力を伸ばし合う切磋琢磨

する場となった。今後もこれらの教育活動を基盤として、「それぞれの学年で将来

を見据えた進路学習・進路指導」を効果的に実施して、生徒それぞれの進路保障

に力を入れながら、「熊本信愛女学院に入学して良かった・入学させて良かった」

の項目が高まるよう努めていきたい。 

 

学校評価委員からの意見 

〇色々な行事がやっとできるようになり、生徒も保護者も満足していることが分

かりました。これは、生徒会や後援会の意見が取り入れられ、自主的な活動も

できるようになってきているからだと思われます。さらに充実させてほしいと

思います。 

〇学校生活についてのアンケート調査で、信愛らしい校風の教えに生徒も保護者

も良いと思っていることは、卒業生として喜ばしいことだと思います。また、

入学して良かったという評価も、以前より少し高くなったように思います。 

〇信愛の学校像として、保護者の信頼に応える（礼儀、マナーを重んじる）教育

が実施されていることを嬉しく感じました。これからも一人ひとりを大切にす

る教育が大切だと思います。そのためには、教育環境の整備と国際交流、同窓

会や地域の信頼と期待に応える開かれた学校のイメージも大切かと思います。

また、そのためには、確かな学力の定着と保護者や地域に向けた情報発信も欠

かせません。 

〇中学では、外国人による英語教育がなされているので、それをより充実させる

ことも必要であると思います。台湾の半導体メーカーが、熊本に進出したので

より国際化が進むものと思います。新設のグローバルコースにおいては、中国

語等の選択授業を取り入れるのはいかがでしょうか。 
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